















































大型専門書シリーズの出版である。例えば、抗日戦争勝利 60 周年の 2005 年、
軍事科学院編『中国抗日戦争史』（改訂版全 3 巻）が解放軍出版社により刊行
された。当出版社は、全国各地の出版社と提携し、抗日戦争史の専門書、写真集、
ドキュメンタリーなどの図書を 100 種類近く出版している。例えば、2010 年
の胡徳坤ほか編『反法西斯戦争時期的中国与世界研究』（反ファシズム戦争期
の中国と世界に関する研究、全 9 巻、武漢大学出版社）、2011 年の『戦争遺留
問題研究叢書』（全 9 巻、黒龍江出版）などが挙げられる。2012 年、重慶では
100 種類の出版計画があり、最初は 8 種、10 冊を刊行する予定である。江蘇出




















































でに 72 巻と特輯 6 巻が出版され、約 4,000 万字に達している。その中で、『遇
難同胞名録』（被害同胞名録、2011 年）は、13,000 余名の被害者の比較的詳し







ば、重慶図書館所蔵の抗戦関係の図書は約 27,710 冊、雑誌は約 2,839 種、新聞






4 題、10 巻、600 万字）、『中共南方局歴史档案史料叢書』（5 巻）、『抗戦時期大
後方歴史档案叢書』（抗戦時期後方歴史資料叢書、20 巻）などの刊行が予定さ
れている。
重慶出版グループは、1990 年代に出版した『重慶抗戦シリーズ』（全 16 冊）
を基礎に、21 世紀に『中国抗戦大後方歴史文化叢書』を企画して、合計 100 巻、
約 4,000 万字を出版する予定がある。2011 年、当叢書最初の 8 種、10 冊が出
版された。すなわち、『英雄之城―大轟炸中的重慶』（英雄の街 : 大爆撃中の重慶）、


















拉致した中国労働者口述史、全 5 巻）は、河北を中心とする国内 12 の省・市






日本側の資料の整理と研究もますます重視されてきている。2011 年 11 月、
北京大学と西南大学が「中日戦争曁抗戦後方史料整理与研究学術シンポジウム」



























































で検索すると、783 件の情報が出てくる（2013 年 8 月）。21 世紀に入ってか
らも専門書が数十部あり、多くの論文が発表されている。他には、長城抗戦、
察綏抗戦、徐州会戦、湖南会戦など各戦役も広く注目されてきている。
7. 国民政府の抗戦経済については、後方の社会・経済と結び付けて考察される
ことが多く、評価も大きく変化してきた。現在の研究では、前線の供給や勝
利の確保に対し大きな役割を果たしたことを確認している。中でも、工場の
内陸遷移が人口と西部の開発に与えた影響に関する研究は新しい見解を示し
ている。抗戦が西部の工業と農業の近代化を促進し、工業技術と基礎科学を
発展させているという見方がある。また、抗戦時期の経済機構に関する研
究は、資源委員会、四大銀行連合事務所などに集中している。多くの研究が、
今までの否定的な言説を改めて、それらの機構の積極的な役割を肯定的に評
価している。抗日根拠地の経済状況に関する研究は、中国共産党が展開した
農業政策、労働互助運動などに集中している。
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8. 文化教育領域における抗戦関連の研究には大きな進展があり、成果も頗る多
い。人物研究においては、胡適、顧維鈞、蒋廷黻などに関する研究が特に注
目されている。大学・科学研究機関・学会などの内陸遷移は、民族文化を保
護し、抗日戦争の勝利を促進し、後方の経済発展と中国全体の近代化を有利
に進め、後進地域の発展にも役立ったという見方が現在の学界にある。西南
聨合大学は大学の内陸遷移のモデルとして研究され、豊富な研究成果が生ま
れている。また、「桂林文化城」は、抗戦文学研究の重点となっており、香
港における共産党と国民党の文化活動、国際的宣伝についても研究されてい
る。他に、抗戦時期の新聞に関する研究は、日本占領地、国民党統治地、共
産党根拠地の新聞及び海外中文新聞などの広い範囲に及んでいる。また、新
聞を、知識人や民衆の思想・文化と結び付ける研究も行われている。
以上述べたように、日本統治、国民党統治地域に関する研究は、東北・華北・
華中などに広がり、研究テーマも政治・経済・文化教育・社会生活などにわたっ
ている。被占領地区の経済に関しては、日本の対華経済侵略の方針が最も重視
される。日本の在華経済戦略と具体策をテーマとする考察は、工業と農業資源
の略奪、中国抗戦の財政金融の破壊、封鎖の手段、貿易の統制などを含んでいる。
総合すると、以上の問題意識が多くの研究成果に現れ、旧来の研究領域に新
しい論著が生まれ、中日欧文を理解できる若い研究者の成長に伴い、各種史料
が新しく発見・整理され、中国と西洋、大陸と台湾、中国と日本、東アジア地
域との学術交流が日増しに広く深くなっている。抗日戦争史の研究はすでに政
治・軍事・経済・文化・社会といった諸分野の伝統的境界を超えて、総合的
な「人気学問」となっている。抗日戦争史の研究成果は、今日の社会に大きな
影響を与えていると言えよう。
